
1 

令和６年度宮城県小学生バレーボール連盟  
第１回常任理事会・拡大競技委員会 記録 

 
＜開催日時＞   令和６年５月１２日（日）１３時３０分～１６時００分 
＜場  所＞   キューアンドエースタジアム 会議室 

 
Ⅰ（株）日本トリム プレゼン 大会協賛について（日本トリム仙台支店 石川俊太郎氏） 

・主な説明内容は以下のとおり。 
① 株式会社日本トリムの概要について 
② 石川氏とバレーボールとの関わりについて 
③ 他地区バレーボール連盟での取り組みについて 
④ 電解水素水の効能について 
⑤ セミナーの開催について 

 
Ⅱ 第１回常任委員会・拡大競技委員会 
１、菅野会長より開会の挨拶 

  ・全国スポーツ少年団バレーボール交流大会は、皆様のご協力によりレベルの高い大会

ができました。ありがとうございました。9 月末には東北選手権大会がありますので、

全国大会から東北大会に気持ちを切り替えて望んでいきたいと思います。改めてご

協力をお願いいたします。 
 

２、協議 
（１）令和６年度予算案（修正案）について（小野理事長） 
・主な修正内容は以下のとおり 
① 収入の部 登録費 5,000⇒6,000 円に修正（宮城県協会登録費 1,000 円含む）、  

6,000 円×チーム数で計上 
     補助金 アンダー10 50,000 円⇒70,000 円(JVA)に修正 

アンダー8  50,000 円（日小連）計上 
     参加料 審判伝達講習会 20,000 円⇒48,500 円に修正 
収入の部合計 3,160,000 円 

② 支出の部 分担金 宮城県バレーボール協会 82,000 円⇒88,000 円に修正 
     総務費 共育ブック購入費として 30,000 円計上 
支出の部合計 3,160,000 円 

・議長が本案件の是非を図ったところ、特に質問や意見はなく、令和６年度予算案は承 
認された。 

 
（２）第 44 回全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ小学生大会宮城県大会の運営について（本間競技委員長） 
 ・開催日 令和 6 年 6 月 22 日（土）～6 月 23 日（日） 
 ・会 場 加美町陶芸の里総合体育館、古川総合体育館、加美町小野田体育館  
 ・開会式は各競技会場毎に実施する。 

  ・監督会議は、6 月 9 日（日）14：00～ 富谷市富谷スポーツセンター武道館会議室で

実施する。各チーム 1 名の出席とする。 
・使用球 男子・混合はミカサ、女子はモルテンとする。 
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・テクニカルタイムアウト 1 回、大会当日の気温等によっては 2 回とする場合もある。 
・男子の部優勝チーム、女子の部・混合の部の優勝並びに準優勝チームを東北大会の宮

城県代表として推薦する。 
・ユニフォームの確認をブロック予選から実施する。 
・混合の男女判別は、ソックスの場合、色での判別は可だが長さでの判別は不可とする。 
・ソックスも含めてユニフォームなので、混合の男女判別のため以外は統一すること。 
・ベンチスタッフも含めてペットボトルの持ち込みは不可とする。 
・キャンピングカートは使用禁止とする。（救急箱程度の大きさまではＯＫ） 
・スマートウォッチを時計として使用することは認めるが、通信機器・カメラとしては

使用禁止とする。 
・試合前後の挨拶についてはコロナ過前に戻し、握手ありとする。 
・応援についてもコロナ過前と同様とする。 
・参加申込状況 

ブロック 仙南 仙台 東部 黒川 県北 計 
男子 2 2 1 1 3 9 
女子 5 7 1 4 6 23 
混合 6 20 5 2 13 46 
計 13 29 7 7 22 78 

  ・各ブロック出場枠 
ブロック 仙南 仙台 東部 黒川 県北 計 
男子 2 2 1 1 3 9 
女子 4 5 1 3 4 17 
混合 4 15 4 1 10 34 
計 10 22 6 5 17 60 

 
（３）県選手権大会兼スポ少全国大会県予選出場枠について（本間競技委員長） 
・開催日 令和 6 年 11 月 23 日（土）～11 月 24 日（日） 
・会 場 大和町総合運動公園体育館 
・出場枠については、令和 6 年 9 月 1 日までに各ブロックより参加申込予定数を確認

の上、比例配分で決定する。出場枠数は 46 チーム前後とする。 
 

（４）県新人大会兼スポ少新人冬季交流大会県予選出場枠について（本間競技委員長） 
・開催日 令和 7 年 2 月 24 日（月祝） 
・会 場 セキスイハイムスーパーアリーナ 
・出場枠については、令和 6 年 11 月 25 日までに各ブロックより参加申込予定数を確

認の上、比例配分で決定する。出場枠数は 36 チーム前後とする。 
 

（５）令和 6 年度アンダー10 キッズ交流ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会について（高鷹指導普及委員長） 
・開催日 令和 6 年 7 月 28 日（日） 
・会 場 加美町陶芸の里運動公園体育館 
・アンダー10 は小学 4 年生以下、アンダー8 は小学 2 年生以下のチームとする。 
・通常ルールブロックと特別ルールブロックに分け、アンダー8 は特別ルールとする。 
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・通常ルール、特別ルールどちらも男女混合のカテゴリーは設けない。 
・特別ルールは、ソフトバレーボールを使用し、サーブはどこから打っても可とする。 
・申込期限 7 月 5 日（金）まで 
・アンダー10 は JVA より 70,000 円、アンダー8 は日小連より 50,000 円の補助あり。 
 

（６）ジュニアリーダー研修会について（高鷹指導普及委員長） 
・開催日 令和 6 年 8 月 24 日（土）・25 日（日） 
・会 場 富谷市スポーツセンターメインアリーナ 
・宿泊なし、両日通いとする。 
・宮城県内の小学校 6 年生を対象とし、両日参加とする。 
・指導は県小連指導普及委員他、リコーインダストリー東北、仙台商業バレー部を予定

している。 
・受講者は日本スポーツ協会「ジュニアリーダー」資格取得者となる。 
・参加申し込みは、8 月 10 日までに高鷹指導普及委員長まで申し込むこと。 
 

 ３、連絡 
（１）県小連審判伝達講習会の実施報告について（菅井審判副委員長） 
・開催日 令和 6 年 4 月 28 日（日） 
・会 場 南三陸町総合体育館（ベイサイドアリーナ） 
・参加者 チーム関係 49 チーム 59 名、役員関係 13 名、計 72 名 
 

（２）日 C 級審判員資格審査会受検者向け実技講習会について（菅井審判副委員長） 
・日 時 令和 6 年 7 月 7 日（日） 10：00～17：00 頃 
・会 場 気仙沼市本吉総合体育館 
・申込期限 令和 6 年 5 月 31 日（金）  
 

（３）ほっともっとのお弁当の活用について（小野理事長） 
 ・ほっともっとよりお弁当斡旋の依頼あり、地区予選から活用していただきたい。 
 
（４）県北連盟より報告（千葉 県北ブロック代表） 
 ・能登半島地震への募金活動結果について報告があった。 
 ・千葉厚志氏が総務委員長になったので、新たに紺野寿朗氏（競技委員）が常任理事に

就任する旨の報告があった。 
 
４、齋藤博志副会長より閉会の挨拶 
 

Ⅲ 第３９回東北小学生バレーボール選手権大会（宮城大会）実行委員会 
１、菅野会長より挨拶 

  ・スポ少の全国大会のノウハウを東北選手権大会に活かして実施していければよいと

思います。金銭的な部分では、広告を集めることなども必要ではないかと考えていま

す。よろしくお願いいたします。 
 
２、全体会（小野理事長） 
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（１）大会までのロードマップ概要について 
 ・5 月 12 日：第 1 回全体会、7 月 15 日：第 2 回全体会、7 月 28 日：各部会、 
  8 月 25 日：各部会、9 月 1 日：第 3 回全体会、9 月 27 日：前日準備 
 ・このほか必要に応じ、部会毎に準備を進めていただきたい。 
 
（２）実行委員会の組織について 
・本部⇒実行委員長（会長）1、県副会長 6、理事長 1、副理事長 3、会計 4 
・総務⇒県総務委員長 1、県総務委員 12、県コンプライアンス委員 
・競技⇒県競技委員長 1、県競技委員 17、県指導普及委員 10 
・審判⇒県審判委員長 1、県審判委員 17、県一般審判員 
・上記に東北小連の役員、ブロック連盟の協力委員等の協力を得る 

 
（３）各部会の主な担当業務 
・本部⇒外部団体（東北協会他 名鉄観光・後援団体等）との調整、大会予算・決算 
・総務⇒開会式・閉会式・表彰計画、大会プログラム作成、各種庶務、来賓接待等 
・競技⇒競技運営（抽選会、監督会議、試合記録、コート設営等） 
・審判⇒審判員の確保、審判割当等 
・ブロック連盟協力委員⇒会場設営、会場撤去等 

担当案としては、セキスイハイムスーパーアリーナを東部・県北・黒川で担当 
カメイアリーナを仙台・仙南で担当 

 
 ３、各部会に分かれて協議（終了後、部会毎に解散） 
  ＜参考：総務部会の報告＞ 
１、開催要項 
（１）期日 令和 6 年 9 月 28 日（土）～29 日（日） 
（２）会場 セキスイハイムスーパーアリーナ、カメイアリーナ  

 （３）参加チーム 東北各県 男子 1、女子 2、混合 2 チームの合計 30 チーム 
２、大会までの準備について 
（１）宿泊及び懇親会について  
・宿泊対象者：各チーム関係者・大会役員 

 ・懇親会対象者：大会役員、宮小連大会関係者、他 
・対応：会長、理事長より名鉄観光に手配 
・名鉄観光依頼後の窓口（担当者）：千葉総務委員長 

 （２）大会プログラムの作成について 
・大会プログラムの担当者：千葉総務委員長 
・大会に関する事項：理事長、各委員会委員長から担当者へ送付 
・チーム名簿：参加チームから直接送付 
・最終確認フロー：担当者→小野理事長→印刷業者 

（３）式典について 
・開会式並びに閉会式 担当者：平栗秀勝総務委員 
・役員の懇親会 担当者：三浦 豊 

 （４）その他  
・役員用のポロシャツを作製する予定（自己負担あり） 


